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太
夫
協
会
会
長 

原 

道
生 

 

昨
春
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
本
義
太
夫
協
会

で
も
、
多
く
の
計
画
・
予
定
が
、
中
止
、
延
期
、
あ

る
い
は
規
模
の
縮
小
等
々
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
以
下
、
そ
の
一
例

と
し
て
、
私
が
関
係
し
た
祖
先
祭
の
件
に
つ
き
、
御

紹
介
を
し
て
お
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

例
年
、
こ
の
祖
先
祭
は
、
秋
の
中
頃
、
両
国
の
回

向
院
を
会
場
に
、
義
太
夫
節
の
始
祖
竹
本
義
太
夫
を

始
め
と
す
る
当
流
の
芸
人
た
ち
の
功
績
を
偲
び
、
正

会
員
や
有
志
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、
御
住
職
に
よ

る
法
要
、
一
同
の
墓
参
の
後
、
お
茶
と
お
菓
子
の
懇

親
会
と
い
う
至
極
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、
今
は
時
が
時
だ
け
に

皆
で
集
ま
る
機
会
を
減
ら
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨

令
和
二
年
度
は
会
合
を
取
り
や
め
、
代
り
に
、
会
長

の
私
と
事
務
局
長
の
柴
田
さ
ん
と
が
代
理
で
お
参
り

に
行
く
と
い
う
特
例
を
、
八
月
の
総
会
で
認
め
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
私
個
人
の
事
情
か
ら
そ
の

実
行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
う
ち
に
、
年
末
か
ら
は
、

唯
で
さ
え
多
忙
な
柴
田
さ
ん
に
、
さ
ら
に
多
く
の
お

仕
事
が
重
な
る
こ
と
と
な
り
、
ま
す
ま
す
時
間
の
捻

出
は
難
し
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
た
。
そ
こ
で
、
止
む
な
く
当
初
の
予
定
を
変
更
し
、

彼
女
に
は
事
務
的
な
手
は
ず
を
整
え
て
も
ら
う
こ
と

に
し
た
上
で
、
本
年
六
月
二
日
に
私
一
人
が
先
方
に

赴
き
、
い
つ
も
の
年
よ
り
は
大
分
遅
い
祖
先
祭
の
御

挨
拶
を
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
次
第
で
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
当
日
、
御
住
職
様
に
は
、
当
方
の

事
情
を
快
く
御
了
承
下
さ
り
、
御
都
合
も
よ
ろ
し
い

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
広
い
本
堂
の
座
席
に
は
、
私

が
唯
一
人
、
御
本
尊
の
正
面
に
相
対
す
る
と
い
う
形

で
、
三
十
分
近
く
の
御
法
要
を
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
得
難
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
参
り

ま
し
た
。
な
お
、
終
了
後
に
は
、
境
内
奥
に
あ
る
竹

本
義
太
夫
以
下
、
斯
道
の
先
人
た
ち
の
各
墓
所
や
楽

器
な
ど
の
素
材
と
な
っ
た
諸
動
物
の
供
養
塔
な
ど
に

も
花
と
お
線
香
を
手
向
け
て
合
掌
、
ど
う
や
ら
御
代

参
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
ご
報
告

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
今
回
の
私
に
は
、
他
に
も
う
一
件
、
始

祖
義
太
夫
に
伝
え
て
お
き
た
い
事
柄
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
の
「
竹
本
越
孝
の
会
」
の

折
、「
西
鶴
と
近
松
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
井
原
西
鶴

の
『
暦
』
と
近
松
門
左
衛
門
の
『
国
性
爺
合
戦
』
と

を
語
っ
た
越
孝
さ
ん
が
、「
芸
術
祭
賞
優
秀
賞
」
を
受

賞
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
中
で
も
、
前
者
の
『
暦
』

に
関
し
て
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
初
演
時

以
後
、
恐
ら
く
再
演
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
伝
承
が
途

絶
え
て
い
た
演
目
を
、
今
回
、
越
孝
、
津
賀
寿
、
三

寿
々
さ
ん
た
ち
三
人
の
正
会
員
と
、
原
曲
を
作
曲
・

演
奏
し
た
宇
治
加
賀
掾
を
研
究
し
て
い
る
千
葉
大
学

准
教
授
の
田
草
川
み
ず
き
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
三

百
三
十
余
年
ぶ
り
に
復
曲
・
再
演
さ
れ
た
と
い
う
特

筆
す
べ
き
成
果
に
つ
い
て
の
報
告
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ち
な
み
に
、
こ
の
作
品
の
上
演
は
、
折
し
も
こ
の

前
年
に
義
太
夫
が
、
新
し
く
大
坂
の
道
頓
堀
に
竹
本

座
を
興
し
、
自
ら
の
「
義
太
夫
節
」
を
創
始
す
る
に

至
っ
た
そ
の
翌
春
早
々
に
、
当
時
の
第
一
人
者
だ
っ

た
加
賀
掾
が
、
わ
ざ
わ
ざ
本
拠
地
の
京
都
か
ら
下
坂

し
て
き
て
行
な
っ
た
と
い
う
経
緯
の
も
の
な
の
で
、

ま
だ
発
足
後
間
も
な
い
竹
本
座
に
と
っ
て
は
、
か
な

り
の
緊
張
感
を
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、

今
で
は
泉
下
の
義
太
夫
師
も
、
か
つ
て
は
加
賀
掾
に

よ
る
そ
の
上
演
に
対
抗
心
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の

『
暦
』
と
い
う
因
縁
の
作
品
に
、
三
百
年
以
上
後
世

の
女
流
の
弟
子
た
ち
が
、
努
力
を
重
ね
て
そ
の
復
曲

を
試
み
た
と
い
う
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
時
に
は
、
斯

道
の
継
承
が
絶
え
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
、
き
っ
と

喜
ん
で
く
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 
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コ
ロ
ナ
に
よ
る
公
演
休
止
、
再
開
と
対
策 

本
年
も
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
繰
り
返
し
話
し

合
い
、
公
演
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
月
に

予
定
し
て
い
た
昼
夜
二
回
公
演
は
、
緊
急
事
態
宣
言

に
伴
う
午
後
八
時
以
降
の
外
出
自
粛
要
請
か
ら
、
昼

公
演
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
昨
年
度
六
月
か
ら
今
年
二
月
に
延
期
し
た

義
太
夫
協
会
法
人
化
五
十
周
年
の
公
演
を
再
び
延
期

い
た
し
ま
し
た
。
複
数
人
数
で
集
ま
っ
て
の
稽
古
は

危
険
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
し
た
。
二
度
の
延
期
を

経
て
こ
の
七
月
に
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

《
昨
年
度
か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
》 

・
景
事
や
掛
け
合
い
の
演
目
を
減
ら
す 

・
お
客
様
の
定
員
は
今
ま
で
の
約
半
分
と
す
る 

・
お
客
様
に
お
名
前
と
ご
連
絡
先
を
お
聞
き
し
、

注
意
事
項
を
記
し
た
手
紙
を
お
送
り
す
る 

・
チ
ケ
ッ
ト
代
は
事
前
振
込
と
す
る 

・
チ
ラ
シ
は
事
前
に
用
意
し
座
席
に
置
い
て
お
く 

・
検
温
、
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
等
を
お
願
い
す
る 

・
舞
台
と
客
席
の
間
隔
を
四
メ
ー
ト
ル
開
け
る 

・
最
前
列
の
お
客
様
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用

を
お
願
い
す
る 

・
休
憩
時
間
を
含
め
十
分
な
換
気
を
す
る 

・
楽
屋
の
手
伝
い
の
人
数
を
最
低
限
と
す
る 

・
お
客
様
へ
の
ご
挨
拶
を
遠
慮
さ
せ
て
頂
く 

・
公
演
後
、
飲
食
を
伴
う
会
合
を
ひ
か
え
る 

こ
れ
に
加
え
、
当
面
は
公
演
の
終
演
を
二
十
時
と

し
、
お
江
戸
日
本
橋
亭
の
公
演
で
は
、
お
客
様
と
の

間
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

（
公
演
部 

鶴
澤
弥
々
） 

六
月
公
演
報
告 

作
家
太
宰
治
の
命
日
、
桜
桃
忌
（
六
月
十
九
日
）

に
因
み
、
六
月
二
十
日
（
日
）
の
定
期
公
演
は
「
太

宰
も
語
っ
た
名
曲
」
。
や
は
り
太
宰
の
人
気
は
絶
大
で
、

前
売
り
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
に
お
か
げ
さ
ま
で
予
約
が

定
員
に
達
し
、
前
評
判
も
上
々
で
し
た
。 

一
昨
年
の
秋
、
東
北
地
方
の
学
校
を
巡
演
し
た
折
、

弘
前
市
に
観
光
に
出
か
け
ま
し
た
。「
太
宰
が
高
校
時

代
に
下
宿
し
て
い
た
家
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
行

っ
て
み
た
い
」
と
の
仲
間
の
声
を
受
け
、
足
を
向
け

て
み
た
「
太
宰
治
ま
な
び
の
家
」
と
呼
ば
れ
る
旧
家
。

係
の
男
性
が
快
く
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

二
階
の
自
室
、
窓
際
の
畳
一
枚
分
く
ら
い
の
空
間

を
太
宰
が
快
適
に
利
用
し
て
い
た
様
子
や
、
数
学
嫌

い
が
昂
じ
て
壁
に
数
式
を
落
書
き
し
た
あ
と
な
ど
、

説
明
を
交
え
な
が
ら
見
せ
て
頂
い
た
帰
り
が
け
、
生

誕
百
十
年
の
記
念
に
お
つ
く
り
に
な
っ
た
缶
バ
ッ
ジ

を
頂
戴
す
る
と
、『
津
軽
』
か
ら
引
用
し
た
「
弘
前
高

等
学
校
の
文
科
に
三
年
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
頃

私
は
大
い
に
義
太
夫
に
凝
っ
て
い
た
。
」
と
の
文
が
印

刷
さ
れ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
感
激
し

た
私
達
は
「
実

は
義
太
夫
を
や

っ
て
い
る
ん
で

す
！
」
と
お
伝

え
し
、
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
た
係

の
方
と
ひ
と
し

き
り
会
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
経
緯
か
ら
企
画
し
た
今
回
の
公
演
、
お
客

様
が
た
そ
れ
ぞ
れ
に
『
紙
治
』『
壺
坂
』
を
お
聴
き
頂

き
な
が
ら
、
義
太
夫
を
語
る
太
宰
の
姿
や
声
を
想
像

し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
公
演
部 

鶴
澤
賀
寿
）  

義
太
夫
教
室 

第
七
三
期
・
七
四
期 

第
七
三
期
義
太
夫
教
室
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
入

門
コ
ー
ス
が
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
実
践
コ
ー
ス

は
受
講
者
を
語
り
・
三
味
線
各
五
名
に
限
定
し
て
開

催
。
三
月
一
三
日
に
ス
ペ
ー
ス
Ｆ
Ｓ
汐
留
に
て
卒
業

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
三
味
線
（
指

導
：
鶴
澤
三
寿
々
）
の
発
表
を
幕
開
き
に
、『
卅
三
間

堂
棟
由
来
』
木
遣
り
音
頭
の
段
（
指
導
：
竹
本
越
京
）

と
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
裏
門
の
段
（
指
導
：
竹
本

越
孝
）
の
二
番
を
語
り
ま
し
た
。 

 

第
七
四
期
は
、
三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
な

ど
を
受
け
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
入
門
コ
ー
ス
の
開

催
を
断
念
。
実
践
コ
ー
ス
は
開
催
準
備
中
で
す
。 

 

第
五
〇
回 

邦
楽
演
奏
会 

昨
年
の
中
止
を
経
て
今
年
三
月
二
十
日
、
国
立
劇

場
小
劇
場
に
お
い
て
、
都
民
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
公
演
「
邦
楽
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
六
年
の
第
一
回
目
か
ら
数
え
て
五
十
回
目
の

節
目
を
迎
え
、
ロ
ビ
ー
に
は
過
去
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

各
ジ
ャ
ン
ル
の
譜
本
や
見
台
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

邦
楽
の
九
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
勢
揃
い
す
る
豪
華
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な
演
奏
会
で
、
義
太
夫
協
会
か
ら
は
親
子
向
け
の
第

一
部
で
『
た
の
き
ゅ
う
物
語
』（
竹
本
越
孝
・
鶴
澤
三

寿
々
）
、
大
人
向
け
の
第
三
部
で
『
源
平
布
引
滝
』
実

盛
物
語
の
段
（
竹
本
駒
之
助
・
鶴
澤
津
賀
寿
）
を
演

奏
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
各
ジ
ャ
ン
ル
の
伝
統
的
な
演
目
を
中
心
に
、 

新
た
な
演
目
や
企
画
を
取
り
入
れ
、
第
百
回
目
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。 

 

豊
竹
湊
太
夫
師
の 

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク 

以
前
、
豊
竹
湊
太
夫
師
の
御
遺
族
か
ら
義
太
夫
協

会
に
寄
贈
さ
れ
た
、
師
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
整

理
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
、
の
り
づ
け
を
は
が
し
、
内

容
を
分
類
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
六
冊
で
、
昭
和
二
二
年
か

ら
昭
和
三
四
年
ま
で
の
二
百
七
十
枚
ほ
ど
の
資
料
が

貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
二
百
二
十
枚
ほ
ど

は
公
演
の
チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
そ
の
チ

ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
半
百
六
十
枚
ほ
ど
は
、
素

義
の
公
演
（
三
味
線
は
ほ
と
ん
ど
女
義
）
で
し
た
が
、

義
太
夫
因
協
会
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
し
た
。 

義
太
夫
因
協
会
と
は
、
十
年
ほ
ど
前
ま
で
大
阪
に

あ
っ
た
「
人
形
浄
瑠
璃
因
協
会
」
と
は
別
組
織
で
、

昭
和
二
五
年
に
主
と
し
て
プ
ロ
の
義
太
夫
の
人
た
ち

で
設
立
（
再
結
成
）
さ
れ
た
組
織
で
す
。
そ
の
後
昭

和
三
二
年
に
、
旧
義
太
夫
協
会
と
合
併
し
て
義
太
夫

協
会
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
義
太
夫
因

協
会
は
昭
和
二
五
年
五
月
か
ら
昭
和
三
二
年
三
月
ま

で
定
期
公
演
を
十
五
回
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
義

太
夫
協
会
公
演
と
し
て
定
期
公
演
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。 

豊
竹
湊
太
夫
師
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
は
、
第

十
四
回
を
除
く
す
べ
て
の
義
太
夫
因
協
会
公
演
と
第

十
六
回
か
ら
第
十
九
回
の
義
太
夫
協
会
公
演
が
あ
り

ま
し
た
（
義
太
夫
協
会
公
演
の
回
数
は
義
太
夫
因
協

会
か
ら
の
通
算
）
。
こ
の
公
演
記
録
を
見
て
驚
き
ま
し

た
。
出
演
者
の
半
数
が
男
性
な
の
で
す
。
今
昔
の
感

が
あ
り
ま
す
。 

思
い
つ
く
ま
ま
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
賛
助
会
員 

田
村
進
一
）  

女
流
義
太
夫
七
十
年
に
あ
た
っ
て 

 

本
年
三
月
、
義
太
夫
節
保
存
会
か
ら
『
女
流
義
太

夫 

本
牧
亭
を
聴
く
会 

記
録
集
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。「
本
牧
亭
を
聴
く
会
」
と
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
工
房

に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
女
流
義
太
夫
の
録
音
、
、

を
聴
く
会
の
こ
と
で
、
水
野
が
説
明
役
を
つ
と
め
て
、

こ
れ
ま
で
に
十
一
回
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

記
録
集
を
作
っ
て
改
め
て
認
識
し
た
の
が
、
昭
和

二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
結
成
さ
れ
た
女
流
義
太
夫

連
盟
こ
そ
が
今
の
女
流
義
太
夫
の
原
点
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
女
流
義
太
夫
と
い
う
呼
称
が
定
着
し
た

の
も
そ
の
時
か
ら
で
す
か
ら
、
昨
年
で
ち
ょ
う
ど
七

十
年
で
す
。 

 

実
は
、
本
年
一
月
の
女
流
義
太
夫
演
奏
会
（
夜
の

部
）
で
「
女
流
義
太
夫
七
十
年
」
と
題
し
て
お
話
し

さ
せ
て
頂
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
緊
急
事
態
宣

言
の
た
め
公
演
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
簡
単
に
七
十
年
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

女
流
義
太
夫
連
盟
（
以
下
連
盟
）
は
、
昭
和
二
五

年
六
月
、
女
流
義
太
夫
の
復
興
と
後
進
の
育
成
に
一

致
協
力
し
て
尽
力
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
は
竹
本
素
女
で
す
が
、
戸
部
銀
作
・
佐
貫
百
合

人
・
守
美
雄
・
河
竹
繁
俊
・
三
宅
周
太
郎
・
守
随
憲

治
各
氏
の
助
言
と
後
押
し
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

六
月
二
八
日
に
は
、
す
み
だ
劇
場
に
て
旗
揚
げ
公
演
。

竹
本
素
女
、
二
代
竹
本
綾
之
助
ら
二
十
名
が
出
演
、

乙
女
文
楽
の
共
演
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

翌
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
月
十
六
～
十
九
日 

本

牧
亭
に
進
出
、
そ
の
後
四
十
年
に
及
ぶ
本
牧
亭
定
期

公
演
の
さ
き
が
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
九
年
（
一
九
五
四
）
五
月
に
は
三
越
劇
場
に
て

連
盟
第
一
回
の
大
会
を
開
催
、
そ
の
後
、
年
二
回
の

ペ
ー
ス
で
大
会
は
十
六
回
開
か
れ
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
連
盟
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
二
代
竹

本
綾
之
助
が
急
逝
（
昭
和
三
四
年
十
一
月
）
、
体
制
の

建
て
直
し
を
図
る
た
め
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）

三
月
、
女
流
義
太
夫
競
演
会
（
の
ち
協
和
会
と
改
称
）

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
本
牧
亭
を
聴
く
会
で
公
開
し
た

の
は
主
に
協
和
会
時
代
の
録
音
で
し
た
。 

 
 

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
六
月
、
任
意
団
体
だ

っ
た
義
太
夫
協
会
の
社
団
法
人
化
に
伴
い
、
女
流
義

太
夫
公
演
は
義
太
夫
協
会
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
今
日
に
至
り
ま
す
。
連
盟
十
年
、
協
和
会
十
年
、

義
太
夫
協
会
で
五
十
年
、
合
計
七
十
年
で
す
。 

 

協
和
会
時
代
に
な
る
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
も
デ
ザ

イ
ン
も
向
上
し
て
い
き
ま
す
が
、
連
盟
時
代
は
粗
末

な
紙
の
単
色
刷
り
が
せ
い
ぜ
い
で
、
三
越
劇
場
公
演
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の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
色
刷
り
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和

三
二
年
（
一
九
五
七
）
九
月
の
第
九
回
大
会
か
ら
で

し
た
。 

 

女
流
義
太
夫
の
砦
で
あ
っ
た
本
牧
亭
公
演
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
大
量
に
残
っ
て
は
い
ま
す
が
、
連
盟
時
代

の
も
の
は
一
点
し
か
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。「
本
牧
亭
進

出
（
七
年
）
記
念
公
演
会 

仮
名
手
本
忠
臣
蔵 

殿
中

よ
り
七
段
目
ま
で
」（
昭
和
三
三
年
十
二
月
一
～
四
日
）

だ
け
な
の
で
す
。
お
そ
ら
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ま
で
手

が
回
ら
な
い
の
を
見
兼
ね
て
御
贔
屓
の
高
野
俊
雄
さ

ん
が
作
っ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
根
拠

は
、
左
の
マ
ー
ク
で
す
。「
俺
だ
け
が
判
り
ゃ
い
い
ん

だ
よ
」
と
高
野
さ
ん
は
内

緒
に
し
て
い
ら
し
た
の
で

す
が
、
本
牧
亭
で
開
か
れ

た
個
人
の
勉
強
会
な
ど
に

も
散
見
さ
れ
る
こ
の
マ
ー

ク
の
意
味
を
、
七
十
年
の
歴
史
の
一
齣
と
し
て
お
伝

え
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
チ

ラ
シ
は
年
々
立
派
に
な
り
、
近
年
の
華
麗
さ
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
初
期
の
本
牧
亭
公
演

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
作

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
境
遇
で
も
お
客
様
に
芸
を
聴
い
て
頂
こ
う
と
さ
れ

た
女
流
の
お
師
匠
さ
ん
方
の
情
熱
と
、
支
え
る
お
客

様
の
熱
気
は
、「
本
牧
亭
を
聴
く
会
」
の
録
音
か
ら
も

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
前
代
未
聞
の
苦
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
手
の
奮

起
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。 

 

（
女
流
義
太
夫
研
究
家 

水
野
悠
子
） 

竹
本
越
孝 

文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞 

竹
本
越
孝
が
、
昨
年
十
一
月
五
日
に
主
催
し
た

「
第
十
八
回 

竹
本
越
孝
の
会 

西
鶴
と
近
松
」
の
成

果
に
対
し
、
令
和
二
年
度
（
第
七
五
回
）
文
化
庁
芸

術
祭
賞
優
秀
賞
（
音
楽
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

演
目
は
井
原
西
鶴
作
『
暦
』
よ
り
鶴
澤
津
賀
寿
の

作
曲
に
よ
る
復
曲
と
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
国
姓
爺

合
戦
』
楼
門
の
段
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。 

 

◆
訃
報
◆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

竹
内
道
敬
氏 

 

元
国
立
音
楽
大
学
教
授
、
元
邦
楽
連
合
会
代
表
で
、

当
協
会
も
長
年
に
わ
た
り
大
変
に
お
世
話
に
な
っ
た

竹
内
道
敬
先
生
が
、
六
月
四
日
に
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

小
吉
の
女
房
２ 

今
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
江
戸
天
保
期
を

舞
台
に
し
た
時
代
劇
「
小
吉
の
女
房
２
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
勝
小
吉

（
勝
海
舟
の
父
）
の
女
房
で
あ
る
お
信
が
主
役
の
ド

ラ
マ
で
、
主
演
は
沢
口
靖
子
さ
ん
で
す
。
こ
の
第
五

回
目
が
「
お
信
、
娘
義
太
夫
に
な
る
」
。
天
保
の
改
革

で
行
わ
れ
た
娘
義
太
夫
の
取
り
締
ま
り
事
件
を
題
材

に
し
て
、
あ
る
娘
の
た
め
に
小
吉
と
お
信
が
一
肌
脱

ぐ
、
と
い
う
物
語
で
す
。 

当
然
、
娘
義
太
夫
が
登
場
す
る
わ
け
で
、
こ
の
撮

影
の
協
力
依
頼
を
い
た
だ
き
、
昨
夏
、
東
映
京
都
撮

影
所
に
通
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
撮
影
本
番
ま
で

に
娘
義
太
夫
ら
し
く
見
え
る
よ
う
に
！
と
の
こ
と
で
、

「
順
礼
歌
」
と
「
酒
屋
」
の
さ
わ
り
を
弾
き
語
り
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
三
人
の
娘
義
太
夫
役
の
俳
優

に
、
語
り
と
三
味
線
を
お
稽
古
し
た
り
、
舞
台
に
上

る
時
の
所
作
や
口
上
な
ど
仕
事
は
様
々
。
当
然
、
数

日
の
お
稽
古
で
す
ぐ
に
弾
き
語
れ
る
わ
け
も
な
く
、

音
声
は
別
撮
り
し
て
（
三
味
線
の
音
は
私
が
入
れ
）
、

撮
影
時
に
は
録
音
に
合
わ
せ
て
の
演
技
と
な
り
ま
し

た
が
、
俳
優
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
努
力
も

素
晴
ら
し
く
、
当
時
の
様
子
を
表
現
で
き
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
俳
優
が
使
用
し
た
三
味
線
は
、
私
が
購

入
当
時
、
棹
（
中
木
）
に
「
文
久
二
年
」
と
明
記
さ

れ
て
い
た
、
金
具
の
細
工
が
綺
麗
な
小
ぶ
り
の
三
味

線
で
す
。
ド
ラ
マ
出
演
を
一
番
喜
ん
で
い
た
の
は
、

実
は
こ
の
三
味
線
で
は
な
い
か
な
、
と
密
か
に
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
鶴
澤
駒
清
） 

「竹本越孝の会」演奏風景 

左：竹本越孝 右：鶴澤津賀寿 
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連
載 

名
優
と
義
太
夫
節 

【
第
四
回
】

六
代
目
中
村
歌
右
衛
門 

「
大
成
駒
」
と
世
に
認
め
ら
れ
た
六
代
目
歌
右
衛

門
。
父
の
五
代
目
没
後
は
初
代
中
村
吉
右
衛
門
の
相

手
役
と
し
て
精
進
し
、
若
年
に
し
て
第
一
人
者
と
な

り
、
戦
後
の
伝
統
歌
舞
伎
を
牽
引
し
た
。 

 

義
太
夫
節
の
稽
古
を
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

な
い
が
、「
阿
古
屋
」
の
三
曲
を
こ
な
す
ほ
ど
弦
楽
器

に
出
精
し
、
そ
の
記
憶
力
か
ら
旋
律
に
も
詳
し
か
っ

た
。 

 

吉
右
衛
門
劇
団
の
竹
本
は
豊
竹
岡
太
夫
と
竹
澤
仲

造
が
専
属
で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
好
み
か
ら
文
楽
座

の
竹
本
雛
太
夫
と
野
澤
八
造
を
歌
舞
伎
竹
本
に
転
向

さ
せ
た
。
八
造
は
竹
本
入
り
し
て
間
も
な
く
没
し
、

そ
の
後
転
向
し
て
き
た
野
澤
市
造
を
起
用
。
し
か
し

本
格
的
な
義
太
夫
節
が
骨
の
髄
ま
で
沁
み
こ
ん
で
い

る
市
造
は
、
タ
メ
の
多
い
歌
右
衛
門
の
芝
居
と
イ
キ

が
合
わ
な
か
っ
た
。
市
造
も
ス
ト
レ
ス
か
ら
酒
を
煽

っ
て
舞
台
を
勤
め
、
幕
に
な
っ
て
駄
目
を
出
さ
れ
る

と
、「
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
言
い
な
は
ん
な
！
」
と
肩
を
叩

き
、「
ア
ラ
、
痛
い
わ
ね…

」
と
歌
右
衛
門
が
言
っ
た

と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
困
っ
た
雛
太
夫
は
、
豊
澤
廣

若
（
後
に
瑩
緑=

え
い
ろ
く
）
を
迎
え
た
。 

 

廣
若
は
竹
本
入
り
初
舞
台
「
姫
戻
り
」
の
〽
刃
を

待
っ
た
る
覚
悟
の
合
掌
」
で
、
俳
優
の
足
に
キ
メ
撥

を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
ず
役
を
降
ろ
さ
れ
た
。
そ
れ

か
ら
奮
起
し
、
本
格
的
な
義
太
夫
節
と
俳
優
の
演
じ

易
い
義
太
夫
節
の
調
和
を
考
え
た
。
の
ち
に
歌
右
衛

門
に
「
瑩
緑
さ
ん
、
敬
服
し
ま
す
よ
」
と
信
頼
さ
れ
、

十
七
代
目
中
村
勘
三
郎
に
は
「
藤
雄
（
歌
右
衛
門
）

さ
ん
と
こ
に
は
い
い
三
味
線
弾
き
さ
ん
が
い
て
う
ら

や
ま
し
い…

」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。 

竹
本
は
古
来
「
三
味
線
七
分
」
と
い
う
。
歌
右
衛

門
の
芝
居
に
合
う
よ
う
段
取
り
を
付
け
る
の
は
瑩
緑

の
役
目
で
、「
兄
貴
、
な
ん
も
考
え
ん
と
語
っ
て
か
ら

に…

」
と
こ
ぼ
し
て
い
た
が
、
雛
太
夫
の
鼻
に
掛
か

っ
た
ど
こ
ま
で
も
続
く
甘
い
声
や
、
こ
こ
ぞ
と
い
う

と
き
の
肚
の
強
い
マ
カ
ン
は
、「
雛
さ
ん
の
声
が
あ
っ

た
ら
あ
た
し
は
い
く
ら
で
も
芝
居
が
で
き
る
。
雛
さ

ん
の
右
に
出
る
人
は
い
な
い
ね
」
と
歌
右
衛
門
に
惚

れ
込
ま
れ
た
。
録
画
で
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
山
科
」

の
〽
鳥
類
で
さ
え
」
や
〽
振
り
上
ぐ
る
刃
の
下
」
等

は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
ろ
う
。
歌
右
衛
門
の
最
盛
期

は
こ
の
二
人
の
竹
本
に
支
え
ら
れ
た
。 

歌
右
衛
門
は
、
役
の
性
根
を
深
く
掘
り
下
げ
た
解

釈
か
ら
生
ま
れ
る
演
技
と
、
伝
統
歌
舞
伎
の
様
式
的

な
演
技
の
両
立
を
心
が
け
て
い
た
。
若
手
の
俳
優
に

も
「
頭
で
ば
か
り
考
え
て
も
、
そ
れ
が
体
に
出
な
け

れ
ば
い
け
な
い
よ
」
と
指
導
し
た
。
筆
者
は
十
八
代

目
中
村
勘
三
郎
が
「
合
邦
」
の
玉
手
を
歌
右
衛
門
邸

で
教
わ
る
折
に
同
行
し
た
。「
こ
う
い
う
も
の
は
お
じ

さ
ん
の
舞
台
を
や
っ
て
い
る
あ
な
た
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ

め
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
歌
右
衛
門
の
抽
象
的

な
駄
目
出
し
に
対
し
、「
こ
う
で
し
ょ
う
か
？
」
と
愚

直
な
ま
で
何
度
も
や
っ
て
批
評
し
て
も
ら
い
、
具
体

的
な
正
解
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
と
、
教
え
る

人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
「
教
わ
り
上
手
」
に
感
心
し

た
。…

大
概
の
俳
優
は
歌
右
衛
門
が
怖
く
て
訊
き
返

し
た
り
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

文
楽
の
野
澤
松
之
輔
を
相
談
役
と
し
て
大
切
に

し
、
一
九
六
〇
年
代
の
復
活
狂
言
に
は
作
曲
を
依
頼

し
て
多
く
の
作
品
を
世
に
出
し
た
。
高
音
域
を
得
意

と
し
て
い
た
雛
太
夫
を
活
か
す
作
曲
が
な
さ
れ
た
の

で
、
次
代
の
者
は
苦
労
し
て
い
る
。 

五
代
目
歌
右
衛
門
が
確
立
し
た
成
駒
屋
型
は
、
歌

右
衛
門
・
芝
翫
、
門
弟
の
三
代
目
梅
花
・
歌
江
ら
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
が
、
七
代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
て
い
た
中
村
福
助
が
襲
名
直
前
に
病
を
得
て
し
ま

い
、
現
在
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。 夫

人
が
松
之
輔
の
縁
戚
で
あ
る
七
代
目
中
村
芝

翫
は
、
成
駒
屋
系
統
の
演
目
を
継
承
し
な
が
ら
も
、

「
あ
た
し
は
あ
に
さ
ん
と
は
違
う
」
と
歌
右
衛
門
と

は
違
っ
た
独
自
性
を
指
向
し
た
。「
道
八
芸
談
」
を
ま

と
め
た
鴻
池
幸
武
に
幼
時
可
愛
が
ら
れ
た
の
で
、
国

立
劇
場
架
蔵
書
は
芝
翫
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

歌
右
衛
門
門
弟
の
中
村
歌
江
は
、
勉
強
会
で
「
朝

顔
」
の
深
雪
を
演
じ
た
。
指
導
を
し
て
い
た
歌
右
衛

門
は
自
分
も
や
り
た
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ほ
ど
な
く

巡
業
の
演
目
に
選
ん
だ
。
歌
江
は
深
雪
か
ら
前
垂
掛

け
の
下
女
お
鍋
に
変
わ
り
、
雛
太
夫
か
ら
「
こ
れ
が

ほ
ん
ま
の
『
深
雪
の
な
れ
の
果
て
』
だ
ん
な
」
と
言

わ
れ
た
と
い
う
。 

義
太
夫
節
と
し
ぐ
さ
の
関
連
に
緻
密
だ
っ
た
歌

右
衛
門
も
、
晩
年
は
体
力
的
に
往
時
の
配
分
が
で
き

ず
、「
あ
た
し
動
き
ま
せ
ん
か
ら…

」
と
役
の
「
人
物
」

を
見
せ
る
傾
向
と
な
っ
た
。
そ
し
て
余
人
が
な
か
な

か
到
達
で
き
な
い
高
い
「
芸
格
」
を
身
を
以
て
示
し

た
。 ＊

文
中
敬
称
を
略
し
ま
し
た
。 

（
歌
舞
伎
義
太
夫 

太
夫 

竹
本
葵
太
夫
） 
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■
協
会
・
正
会
員
の
主
な
動
き
■ 

令
和
三
年
一
月
～
六
月 

【
公
演
】 

 

※
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
公
演
は×

印 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

一
月
二
十
日
（
水
）
昼
公
演 

伝
承
者
研
修
発
表

会 

お
江
戸
日
本
橋
亭 

×

夜
公
演
は
中
止 

×

二
月
二
一
日
（
日
）
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
〇
周
年
記

念
公
演 

紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

三
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

四
月
二
十
日
（
火
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

五
月
二
十
日
（
木
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

六
月
二
十
日
（
日
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

「
本
牧
亭
を
聴
く
会
」 

四
月
五
日
（
月
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
お
と
ぎ
ば
な
し
で
楽
し
む
日
本
の
伝
統
音
楽
」 

令
和
二
年
十
二
月
五
日
（
土
）
武
蔵
野
芸
能
劇
場

小
劇
場 

※
前
期
分
追
記 

「
じ
ょ
ぎ
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

三
月
一
・

二
日 

×

五
月
一
・
二
日 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

×

二
月
一
・
二
日 

四
月
一
・
二
日
、
六
月
一
・
二
日 

「
第
十
回
乙
女
文
楽
公
演
」
一
月
二
三
（
土
）・
二
四

日
（
日
） 

川
崎
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

×

「
第
十
五
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」
＊ 

二
月
二
十
三
日
（
火
）
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
第
五
回
瑠
璃
の
会
」
三
月
六
日
（
土
）
国
立
文
楽

劇
場 

「
第
五
〇
回
邦
楽
演
奏
会
」
三
月
二
十
日
（
土
）
国

立
劇
場
小
劇
場 

×

「
第
十
八
回
は
な
や
ぐ
ら
の
会
～
橋
本
治
さ
ん
を
偲
ん

で
～
」
四
月
四
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

「
横
須
賀
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」
五
月
八
日
（
土
）

横
須
賀
芸
術
劇
場
ヨ
コ
ス
カ
・
ベ
イ
サ
イ
ド
・
ス

ポ
ッ
ト 

×

「
第
十
三
回 

女
流
義
太
夫 

竹
本
土
佐
恵
の
会
」
五
月

九
日
（
日
）
内
幸
町
ホ
ー
ル 

「
第
十
五
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」
＊
五

月
三
十
日
（
日
）
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
義
太
夫
さ
ら
な
る
試
み 

そ
の
三
」
六
月
九
日
（
水
）

お
江
戸
日
本
橋
亭 

【
普
及
】 

義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
第
七
三
期
義
太
夫
教
室 

〔
実
践
コ
ー
ス
（
後
期
）
〕
一
月
九
日
～
三
月
六
日
（
各

土
曜
日
）
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

講
師 

竹
本
越
孝
・
竹
本
越
京
・
鶴
澤
三
寿
々 

◆
第
七
四
期
義
太
夫
教
室 

〔
入
門
コ
ー
ス
〕
五
月
～
七
月
【
中
止
】 

依
頼
事
業 

「
義
太
夫
節
事
始
め
」
主
催
：
港
区
立
伝
統
文
化
交

流
館 

二
月
二
七
日
（
土
）
港
区
立
伝
統
文
化
交
流
館 

【
運
営
】 

理
事
会 

六
月
十
六
日
（
水
）
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

日
本
橋 

【
放
送
・
放
映
】 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
邦
楽
の
ひ
と
と
き
」 

一
月
十
三
日
（
水
）
『
源
平
布
引
滝
』
実
盛
物
語
の

段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
若 

三
味
線
：
鶴
澤
賀
寿 

三
月
十
日
（
水
）
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
重
の
井
子

別
れ
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
土
佐
子 

三
味
線
：

鶴
澤
津
賀
花 

六
月
十
六
日
（
水
）
『
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
』
古
市
油

屋
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
越
孝 

三
味
線
：
鶴
澤
寛
也 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
「
邦
楽
百
番
」
四
月
十
日
（
土
）

『
義
経
千
本
桜
』
河
連
法
眼
館
の
段 

浄
瑠
璃
：

竹
本
駒
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
寿 

ツ
レ
：

鶴
澤
寛
也 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ラ
ジ
オ
第
一 

ラ
ジ
オ
深
夜
便
「
に
っ
ぽ

ん
の
音
」
四
月
十
九
日
（
月
）
ゲ
ス
ト
：
鶴
澤
津

賀
花 

◆
Ｆ
Ｍ
ブ
ル
ー
湘
南
「
ツ
ー
ラ
イ
ン
ズ
・
ト
リ
ッ
プ
」

四
月
二
五
日
（
日
）
ゲ
ス
ト
：
鶴
澤
津
賀
花 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
」
四
月
三
十

日
（
金
）
「
蔵
出
し
！
名
舞
台 

時
代
の
さ
き
が
け 

浄
瑠
璃
に
生
き
た
女
性
た
ち
」
女
流
義
太
夫
初
の

人
間
国
宝
、
竹
本
土
佐
廣
を
紹
介
。『
新
版
歌
祭
文
』

野
崎
村
の
段
（
三
味
線
：
鶴
澤
寛
八
、
ツ
レ
：
鶴

澤
團
生
）
ほ
か
。 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
時
代
劇
「
小
吉
の
女
房
２
」
（
５
）

「
お
信
、
娘
義
太
夫
に
な
る
」
四
月
三
十
日
（
金
）

撮
影
協
力
：
鶴
澤
駒
清 

【
出
版
物
】 

『
女
流
義
太
夫 

本
牧
亭
を
聴
く
会 

記
録
集
』（
義
太
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夫
節
保
存
会
）
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
か
ら

一
九
八
九(

平
成
元
）
年
ま
で
、
東
京
・
上
野
の
本

牧
亭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
女
流
義
太
夫
演
奏

会
の
記
録
音
源
か
ら
、
そ
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
「
女
流
義
太
夫 

本
牧
亭
を
聴
く
会
」
と
し
て

二
〇
〇
九
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
度
に
義
太
夫
節
保
存
会
か
ら
会
の

記
録
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
義
太
夫
協
会
へ
三

十
部
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
活
用
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

『
語
り
芸
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
』
（
玉
川
奈
々
福
編

著
・
晶
文
社
）
竹
本
駒
之
助
・
鶴
澤
寛
也 

 

■
協
会
・
正
会
員
の
今
後
の
動
き
■ 

令
和
三
年
七
月
～
十
二
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

七
月
十
八
日
（
日
）
義
太
夫
協
会
法
人
化
五
十
周

年
記
念
公
演 

紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

八
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

九
月
二
十
日
（
月
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
国
立
演
芸
場 

十
二
月
十
九
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
じ
ょ
ぎ
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

七
月
一
・

二
日
、
九
月
一
・
二
日
、
十
一
月
一
・
二
日 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」
＊
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

八
月

一
・
二
日
、
十
月
一
・
二
日
、
十
二
月
一
・
二
日 

「
第
一
回
花
の
会
」
八
月
二
七
日
（
金
）
内
幸
町
ホ

ー
ル 

「
第
十
六
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」
＊
十

月
十
七
日
（
日
）
蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
第
十
三
回
女
流
義
太
夫 

竹
本
土
佐
恵
の
会
」
十
一

月
二
四
日
（
水
）
内
幸
町
ホ
ー
ル 

【
普
及
】 

義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

第
七
三
期
義
太
夫
教
室 

実
践
コ
ー
ス
九
月
四
日
～
三
月
十
九
日
（
各
土
曜
）

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

大
阪
女
義
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
二
一
「
義
太
夫

体
験
教
室
」
主
催
：
瑠
璃
の
会 

八
月
七
日
（
土
）・

八
日
（
日
）
大
阪
・
高
津
宮 

末
広
の
間 

依
頼
事
業 

「
語
っ
て
み
よ
う
！
義
太
夫
節
！
」
文
化
庁
主
催
「
文

化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業─

巡
回
公

演
事
業─
」（
制
作
：
古
典
空
間
）
十
一
月
十
六
日

(

火
）
三
次
市
立
吉
舎
中
学
校
、
十
七
日
（
水
）
広

島
市
立
城
山
中
学
校
、
十
八
日
（
木
）
光
市
立
光

井
中
学
校
、
十
九
日
（
金
）
宇
部
市
立
川
上
中
学

校 

【
運
営
】 

二
〇
二
一
年
度
通
常
総
会 

七
月
二
九
日
（
木
）
ビ

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
日
本
橋 

 

■
寄
付
・
寄
贈
■ 

左
記
の
ご
寄
付
ご
寄
贈
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寄
付 

金
木
陽
一
様 

寄
贈 竹

本
駒
之
助 

鶴
澤
三
生
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

一
式 

渡
部
洋
子
様 

鶴
澤
三
生
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク

主
要
資
料
電
子
化
一
式 

菅
野
昌
行
氏
ご
遺
族 

見
台
、
レ
コ
ー
ド
他 

今
田
京
二
郎
様 

撥
、
稽
古
本
、
レ
コ
ー
ド 

 

会
報
編
集
委
員
／
鶴
澤
寛
也
・
竹
本
佳
之
助 

鶴
澤
津
賀
花
・
竹
本
駒
佳
・
竹
本
越
里 

 

●義太夫協会 運営事務アルバイト募集● 

年齢：45 歳くらいまで  

時間給：1050 円（昇給あり）、交通費実費支給 

勤務地：当協会事務所（東京都中央区日本橋本町）他 

勤務日時：週 2～3 日、通常コアタイム 10 時 30 分～

16 時 30 分のフレックスタイム制 

別途演奏会等で平日夜・土日祝日の勤務もあり 

仕事内容：義太夫教室・演奏会関連業務、経理事務、

助成金・補助金申請・報告書作成、法人運営業務等 

その他：ワード、エクセル、インターネット作業等、

ＰＣ操作ができる方 

お問い合わせ：電話◆03-6265-1880 

メール◆am-giday@gidayu.or.jp  
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